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  地
域
の
方
々
に
工
作
や
料
理
、
昔
の

あ
そ
び
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

冬
の
一
日
を
公
民
館
で
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。素

材
の
手
触
り
を
感
じ
た
り
、
舌
で

味
わ
っ
た
り
、
き
れ
い
な
音
色
を
聴
い

た
り
、
防
災
の
こ
と
を
学
ん
だ
り
と
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
が
つ
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
、

公
民
館
内
を
巡
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象　

小
学
生
（
未
就
学
児
の
お
子

さ
ん
が
参
加
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）

＊	

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ご

自
由
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
協
力　

公
民
館
利
用
者
連
絡
会

和菓子作り

おめでたい時に食べる紅白まんじ
ゅうを作ります。丸くしたら名前をい
れて、ホカホカのおまんじゅうを味わ
いましょう！
じかん：朝１０時～昼２時
ところ：公民館
　　　　３階　実習室・集会室
講　師：心遊会

オリジナル
ストラップ作り

木の小物に色を塗ったり、プラス
ティック粘土を混ぜ合わせて好きな形
を作ってみましょう。ひもをつけたら
自分だけのストラップのでき上がり！
じかん：朝１０時～昼２時
ところ：公民館　３階講座室
講　師：秋田康祐さん
	 （大学通り商店会）

ポリ袋クッキング

災害がおきたときでも食べること
は大切です。ポリ袋を使って簡単にで
きる防災食を作って食べてみましょ
う！
じかん：朝１０時～昼２時
ところ：公民館　地下ホール
講　師：くにたち地域外国人のための
　　　　防災連絡会（ＫＵＮＩＢＯ）

消防団の役割を知ろう

火事にならないように気をつける
こと、火事になったらやらないといけ
ないことなどのお話を聞きます。お話
のあとは、消防士さんの服を着て消火
器の使い方を体験しましょう。
じかん：朝１０時～昼２時
ところ：公民館　地下ホール
講　師：国立市消防団第三分団

ケガをしたときの
手当てを知ろう

災害がおきたら病院へ行くのも大
変です。そんな時、簡単な手当ての方
法を知っていたら役に立つかもしれま
せん。身近にあるもので、腕・足首な
どの手当てを習います。
じかん：朝１０時～昼２時
ところ：公民館　地下ホール
講　師：国立赤十字奉仕団

クリスマスカード作り

飛び出すかわいいクリスマスカー
ドを作りましょう。できあがったら、
お話会のはじまりはじまり。
工作のじかん：朝１０時～昼２時
お話のじかん：①朝１１時～、
　　　　　　　②昼１時半～
ところ：公民館　１階ロビー
講　師：まめっちょ

クリスマスカード作り

ポリ袋クッキング

クリスマスカード作り

ポリ袋クッキング

昔のあそび

「輪ゴムてっぽう」でマトあてをし
たり、「コマ回し」や「けん玉」など
昔の子どもたちが楽しんだ遊びをやっ
てみよう！
じかん：朝１０時～昼１時半
ところ：公民館　１階ロビー
講　師：国立市体育協会

消防団の役割を知ろう消防団の役割を知ろう

ヘルマンハープ
ミニコンサート

ドイツのヘルマンさんが作ったき
れいな音色のハープは、初めてでも簡
単に弾くことができます。ミニコンサ
ートのあとは自分でも弾いてみよう！
じかん：昼２時１５分～３時
ところ：公民館　１階ロビー
講　師：アンサンブルりんのね

ケガをしたときのケガをしたときの
手当てを知ろう

ぼうさいコーナー

れて、ホカホカのおまんじゅうを味わ

３階　実習室・集会室

ートのあとは自分でも弾いてみよう！

：国立市消防団第三分団

わ
く

わ
く

体 験
ス タ ン プ
ラ リ ー

―地域
の人と、あそぶ・まなぶ・交流する―

冬休み 直前
ふれあいひろば

☆ 日時　₁₂月₁₇日（土）　朝₁₀時～昼３時 ☆

小学生の
みんな、
あつまれ！
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て
地
域
に
そ
の
輪
が
広
が
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

第
３０
期
公
民
館
運
営
審
議
会

佐
藤
節
子
（
委
員
長
）、山
田
哲
也
（
副

委
員
長
）、
今
村
和
義
、
大
井
利
雄
、

大
串
隆
吉
、長
田
利
信
、川
田
幸
生
（
２

０
１
５
年
１２
月
ま
で
丹
野
春
香
）、

龍
野
瑶
子
、
田
中
一
嘉
、
富
田
和
枝
、

福
田
孝
二
、
古
旗
真
幸
、
間
瀬
英
一
郎
、

宮
脇
聡
（
２
０
１
６
年
３
月
ま
で
戸
井

田
展
）、
三
好
紀
子

・
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部

会
委
員　

大
井
利
雄

・
「
公
民
館
だ
よ
り
」
編
集
研
究
委
員

長
田
利
信
、
龍
野
瑶
子
、
三
好
紀
子

・
社
会
教
育
学
習
会
担
当

今
村
和
義
、
田
中
一
嘉
、
富
田
和
枝

・
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員

間
瀬
英
一
郎

て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
利
用
で
き
る
場
の
確
保
が
な

さ
れ
た
こ
と
は
市
民
に
と
っ
て
歓
迎
す

べ
き
こ
と
で
す
。
や
は
り
事
前
に
公
運

審
で
深
く
議
論
す
る
時
間
が
持
て
な
か

っ
た
こ
と
は
悔
や
ま
れ
ま
す
。

開
館
６０
周
年
記
念
事
業
は
、
準
備
が

工
事
に
よ
る
休
館
と
重
な
っ
た
た
め
、

実
行
委
員
会
も
担
当
職
員
も
苦
労
し
ま

し
た
が
、
無
事
盛
大
に
終
わ
る
こ
と
が

で
き
、
公
民
館
に
か
か
わ
る
人
々
の
底

力
を
感
じ
ま
し
た
。

諮
問
「
国
立
市
公
民
館
の
事
業
評
価

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
答
申
を
提
出

２
０
１
５
年
第
１１
回
定
例
会
に
お
い

て
、
館
長
よ
り
「
国
立
市
公
民
館
の
事

業
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
諮
問

を
受
け
ま
し
た
。
事
業
評
価
と
い
う
な

じ
み
の
な
い
言
葉
に
戸
惑
い
、
社
会
教

育
の
場
に
「
評
価
」
を
持
ち
込
む
こ
と

の
難
し
さ
や
疑
問
か
ら
、
議
論
が
前
に

進
ま
ず
、
先
行
事
例
や
考
え
方
に
つ
い

て
講
師
に
よ
る
学
習
会
を
開
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
の
中
で
、
①
「
公
民
館
職

員
」
に
向
け
て
②
「
行
政
管
理
者
」
に

向
け
て
③
「
市
民
・
公
民
館
利
用
者
」

公
民
館
６０
周
年
記
念
事
業
と�

空
調
設
備
入
替
工
事
に
伴
う
休
館

２
０
１
５
年
度
、
公
民
館
は
大
き
な

案
件
を
い
く
つ
も
抱
え
て
い
ま
し
た
。

市
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
の
開
館
６０
周
年
記
念
事
業
や
、
８
月
、

９
月
の
空
調
設
備
入
替
工
事
に
よ
る
公

民
館
全
館
閉
鎖
、
１１
月
開
催
の
関
東
甲

信
越
静
公
民
館
研
究
大
会
の
幹
事
市
な

ど
で
す
。

工
事
に
よ
る
２
か
月
間
の
休
館
は
市

民
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
し
た
が
、

市
民
団
体
の
要
望
を
き
っ
か
け
に
、
教

育
委
員
会
の
主
導
で
代
替
施
設
を
確
保

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
確
保
出
来
た
施
設
が
小
学

校
の
一
室
や
ビ
ル
の
２
階
の
た
め
、
ど

ち
ら
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、
利
用

時
間
の
制
限
も
あ
り
利
用
で
き
る
人
が

限
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
代
替
施
設
の

施
錠
な
ど
の
管
理
業
務
が
増
加
し
、
職

員
に
負
担
が
生
じ
た
こ
と
も
課
題
と
し

公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
市
民
や
学

校
の
先
生
、
社
会
教
育
の
専
門
家
な
ど

で
構
成
さ
れ
、
２
年
間
の
任
期
で
月
１

回
定
例
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
公
民

館
に
市
民
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
会

で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

は
じ
め
に

第
３０
期
国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会

（
以
下
、
公
運
審
）
は
２
０
１
４
年
１１

月
か
ら
活
動
を
始
め
、
委
員
１５
名
（
社

会
教
育
活
動
団
体
・
機
関
推
薦
者
１１
名
、

学
識
経
験
者
２
名
、
学
校
教
育
関
係
者

１
名
、
家
庭
教
育
関
係
者
１
名
）
の
う

ち
前
２９
期
か
ら
継
続
の
委
員
は
７
名

（
う
ち
２
名
は
途
中
交
代
）、
初
め
て

の
委
員
は
８
名
で
し
た
。

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
教
育
長
よ

り
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
正
・
副
委
員

長
、
各
種
担
当
を
選
任
し
ま
し
た
。

続
く
数
回
の
定
例
会
は
、
講
師
を
招

き
社
会
教
育
の
概
念
と
公
民
館
の
役
割

等
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

２９
期
の
答
申
「
現
代
の
地
域
社
会
に
求

め
ら
れ
る
公
民
館
の
事
業
に
つ
い
て
」

に
関
し
て
も
、
学
習
し
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
で
、
公
民
館
事
業
へ
の
共
通
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

 

    

 

 

     

第
３０
期　

公
民
館
運
営
審
議
会

活
　
動
　
の
　
ま
　
と
　
め

（
任
期　

２
０
１
４
年
１１
月
１
日
か
ら
２
０
１
６
年
１０
月
３１
日
ま
で
）

第
３０
期
公
運
審
　
活
動
記
録

１４
・
１１
・
１１　

［
第
１
回
定
例
会
］
委
嘱
状
伝
達
。
委
員
長
、
副
委
員
長
選
出
。

　
　
　
　

公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
、
社
会
教
育
学
習
会
委
員
を
選
出
。

１１
・
２２　

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会（
以
下
、
都
公
連
）委
員
部
会
研
修
会
（
講

師
・
荻
野
亮
吾
氏
）
委
員
２
名
参
加
。

１２
・
９　

［
第
２
回
定
例
会
］
委
員
研
修
「
楽
し
い
集
ま
り
と
ふ
か
い
学
習
を

支
え
る
た
め
に
～
公
民
館
運
営
審
議
会
の
大
切
な
仕
事
」

１５
・
１
・
１３　

［
第
３
回
定
例
会
］
委
員
研
修
「
社
会
教
育
の
概
念
と
公
民
館
」。
館

長
よ
り
説
明
「
公
民
館
図
書
室
運
営
規
則
」
の
改
正
。

１
・
１６　

都
公
連
職
員
部
会
研
修
（
講
師
・
伊
東
静
一
氏
）
委
員
４
名
参
加
。

１
・
３１　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会　

（
事
例
発
表
・
井
口
啓
太
郎
氏
、
講
師
・

荻
原
建
次
郎
氏
）
委
員
２
名
参
加
。

２
・
１０　

［
第
４
回
定
例
会
］「
公
民
館
６０
周
年
事
業
」「
空
調
工
事
休
館
」
に

つ
い
て
説
明
。

３
・
１０　

［
第
５
回
定
例
会
］
公
民
館
予
算
及
び
主
催
事
業
に
つ
い
て
、
館
長
、

担
当
職
員
よ
り
説
明
。
次
期
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員
選
出
。

３
・
２６　

都
公
連
職
員
部
会
研
修
（
講
師
・
荒
井
文
昭
氏
）
委
員
２
名
参
加
。

４
・
１４　
［
第
６
回
定
例
会
］「
国
立
市
公
民
館
職
員
人
事
に
関
す
る
要
望
書〈
案
〉」

に
つ
い
て
審
議
。
第
２９
期
答
申
『
現
代
社
会
に
求
め
ら
れ
る
公
民
館
の

事
業
に
つ
い
て
』
の
「
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら
な
い
課
題
へ
の

対
応
」
を
意
見
交
換
。

４
・
１５　

都
公
連
総
会
。
委
員
１
名
出
席
。

４
・
２４　

社
会
教
育
学
習
会
「
公
民
館
６０
周
年
・
上
映
と
講
演
の
つ
ど
い
」
委

員
４
名
参
加
。

５
・
１２　

［
第
７
回
定
例
会
］「
人
事
要
望
書
の
提
出
」「
第
２９
期
答
申
」
意
見

交
換
。

５
・
２８　

「
国
立
市
公
民
館
職
員
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」
を
教
育
長
に
提
出
。

６
・
８　

「
国
立
市
公
民
館
職
員
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」
を
市
長
に
提
出
。

６
・
９　

［
第
８
回
定
例
会
］
第
２９
期
答
申
中
「
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
」
に

つ
い
て
、
執
筆
委
員
、
職
員
に
背
景
を
確
認
後
、
意
見
交
換
。

７
・
１４　

［
第
９
回
定
例
会
］
第
２９
期
答
申
中
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
得
ら

れ
る
場
づ
く
り
」
を
議
論
。「
空
調
工
事
に
伴
う
公
民
館
休
館
対
応
」

に
つ
い
て
説
明
。

８
・
１１　

［
第
１０
回
定
例
会
］
第
２９
期
答
申
中
「
孤
立
し
た
人
々
を
結
び
つ
け

る
場
づ
く
り
」
等
を
議
論
。「
空
調
工
事
の
進
捗
状
況
等
」
説
明
。

９
・
８　

［
第
１１
回
定
例
会
］
館
長
よ
り
諮
問
「
公
民
館
の
事
業
評
価
の
あ
り
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て
地
域
に
そ
の
輪
が
広
が
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

第
３０
期
公
民
館
運
営
審
議
会

佐
藤
節
子
（
委
員
長
）、山
田
哲
也
（
副

委
員
長
）、
今
村
和
義
、
大
井
利
雄
、

大
串
隆
吉
、長
田
利
信
、川
田
幸
生
（
２

０
１
５
年
１２
月
ま
で
丹
野
春
香
）、

龍
野
瑶
子
、
田
中
一
嘉
、
富
田
和
枝
、

福
田
孝
二
、
古
旗
真
幸
、
間
瀬
英
一
郎
、

宮
脇
聡
（
２
０
１
６
年
３
月
ま
で
戸
井

田
展
）、
三
好
紀
子

・
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部

会
委
員　

大
井
利
雄

・
「
公
民
館
だ
よ
り
」
編
集
研
究
委
員

長
田
利
信
、
龍
野
瑶
子
、
三
好
紀
子

・
社
会
教
育
学
習
会
担
当

今
村
和
義
、
田
中
一
嘉
、
富
田
和
枝

・
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員

間
瀬
英
一
郎

員
２
名
の
計
４
名
が
同
時
に
入
れ
代
わ

る
非
常
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

公
運
審
で
は
、
２
０
１
５
年
４
月
、

１２
月
、
２
０
１
６
年
２
月
、
５
月
と
、

繰
り
返
し
教
育
長
・
市
長
へ
要
望
し
、

公
民
館
職
員
体
制
の
充
実
を
訴
え
ま
し

た
。
重
要
な
点
は
、
公
民
館
事
業
を
支

え
る
柱
は
人
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
今

後
も
継
続
し
て
体
制
の
充
実
を
図
る
よ

う
働
き
か
け
が
必
要
で
し
ょ
う
。

行
政
改
革
の
取
り
組
み
の
中
で
、「
公

民
館
だ
よ
り
」
も
事
務
事
業
評
価
委
員

会
の
評
価
対
象
と
な
り
、
公
運
審
も
公

民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
と
と
も

に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
事
務
事

業
評
価
委
員
会
で
は
、
い
く
つ
か
の
課

題
は
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、
充
実
し
た

内
容
で
あ
る
と
一
定
の
評
価
を
得
た
よ

う
で
す
。

お
わ
り
に

１
９
５
５
年
に
公
民
館
が
誕
生
し
、

昨
年
度
に
は
６０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

公
民
館
を
作
り
上
げ
て
き
た
多
く
の
市

民
と
、
そ
れ
を
支
え
た
職
員
の
活
動
を

改
め
て
知
る
機
会
を
得
た
節
目
の
年
で

し
た
。

く
に
た
ち
の
公
運
審
は
、
議
論
白
熱
、

時
間
オ
ー
バ
ー
が
頻
繁
な
ほ
ど
活
発
で

す
。
毎
回
傍
聴
に
来
ら
れ
る
人
た
ち
も
、

心
強
い
存
在
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
市

民
が
学
び
合
い
、
公
民
館
を
中
心
と
し

に
向
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
の「
事
業
評
価
」

の
あ
り
方
を
分
け
て
考
え
る
３
つ
の
小

委
員
会
を
つ
く
り
、
正
・
副
委
員
長
を

除
く
委
員
全
員
が
参
加
し
、
調
査
・
議

論
を
重
ね
ま
し
た
。
答
申
の
ま
と
め
ま

で
短
期
間
の
た
め
、
議
論
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

公
民
館
に
お
け
る
「
事
業
評
価
」
の
必

要
性
を
、
市
民
、
職
員
、
行
政
と
い
う

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
検
証
で
き
た
こ

と
は
有
意
義
で
し
た
。

社
会
教
育
の
中
核
施
設
で
あ
る
公
民

館
の
事
業
評
価
に
つ
い
て
は
、
成
果
を

数
字
の
み
で
示
す
の
で
は
な
く
、
市
民

に
「
文
教
都
市
く
に
た
ち
」
に
ふ
さ
わ

し
い
豊
か
な
学
び
の
場
を
提
供
で
き
て

い
る
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
答
申
で
は
、

事
業
を
評
価
す
る
た
め
の
「
公
民
館
活

動
を
ふ
り
か
え
る
会
」
の
開
催
と
、
事

業
の
成
果
を
ま
と
め
た
「
ア
ニ
ュ
ア
ル

レ
ポ
ー
ト
（
年
次
報
告
書
）」
の
作
成

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

要
望
書
・
意
見
書
の
提
出

今
期
も
職
員
の
人
事
異
動
が
大
き
な

問
題
と
な
り
ま
し
た
。
質
・
量
と
も
に

充
実
し
た
職
員
体
制
こ
そ
が
、
全
国
か

ら
も
注
目
を
集
め
る
国
立
市
公
民
館
の

事
業
を
支
え
ま
す
。
職
員
に
は
社
会
教

育
に
お
け
る
高
い
見
識
と
豊
か
な
経
験

が
必
要
で
す
。
２
０
１
５
年
４
月
に
は

事
業
の
中
核
を
担
う
職
員
の
異
動
、
翌

年
に
は
正
規
職
員
が
２
名
、
事
業
嘱
託

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

方
に
つ
い
て
」。
事
務
事
業
評
価
委
員
会
に
お
け
る「
公
民
館
だ
よ
り
」

の
評
価
に
向
け
て
、
意
見
書
を
作
成
。

９
・
２６　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会
（
講
師
・
神
代
浩
氏
）
委
員
３
名
参
加
。

１０
・
１３　

［
第
１２
回
定
例
会
］「
事
務
事
業
評
価
委
員
会
か
ら
の
事
前
質
問
」報
告
。

「
公
民
館
だ
よ
り
」
に
係
る
意
見
書
に
つ
い
て
。
是
非
を
議
論
。
文
面

の
ま
と
め
は
委
員
長
に
一
任
。

１０
・
１６　

市
長
及
び
事
務
事
業
評
価
委
員
会
委
員
長
に
意
見
書
を
提
出
。

１１
・
１０　

［
第
１３
回
定
例
会
］
諮
問
に
つ
い
て
意
見
交
換
。「
公
民
館
職
員
の
人

事
に
係
る
要
望
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
。

１１
・
１４　

第
５６
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会　

委
員
４
名
参
加
。

１２
・
８　
［
第
１４
回
定
例
会
］「
国
立
市
公
民
館
の
職
員
体
制
に
関
す
る
要
望

（
案
）」
を
委
員
長
が
提
案
。
諮
問
に
つ
い
て
の
学
習
会
（
講
師
・
伊

東
静
一
氏
）。

１２
・
１８　

人
事
要
望
書
を
教
育
長
に
提
出
。

１６
・
１
・
１２　

［
第
１５
回
定
例
会
］
諮
問
の
討
議
。
調
査・
検
討
方
法
に
つ
い
て
確
認
。

１
・
３０　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会
（
講
師
・
齋
藤
真
哉
氏
、
廣
瀬
カ
ズ
子
氏
）

　
　
　
　

委
員
３
名
参
加
。

２
・
９　

［
第
１６
回
定
例
会
］「
館
長
人
事
に
つ
い
て
」
教
育
長
と
意
見
交
換
。

諮
問
の
討
議
。
評
価
の
読
み
手
を
①
公
民
館
職
員
②
行
政
管
理
者
③
市

民
・
公
民
館
利
用
者
と
想
定
し
、
３
つ
の
小
委
員
会
を
設
け
る
。

２
・
２２　

「
国
立
市
公
民
館
の
館
長
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」
を
教
育
長
に
提
出
。

３
・
８　
［
第
１７
回
定
例
会
］
諮
問
、小
委
員
会
別
に
審
議
を
開
始
。（
７
月
ま
で
）

３
・
１５　

社
会
教
育
学
習
会
「
学
び
の
自
由
と
民
主
主
義
の
い
ま
」
委
員
４
名

参
加
。

４
・
１２　

［
第
１８
回
定
例
会
］
諮
問
、
小
委
員
会
活
動
の
経
過
報
告
。

４
・
２０　

都
公
連
総
会
。
委
員
２
名
出
席
。

５
・
１０　

［
第
１９
回
定
例
会
］
諮
問
、
小
委
員
会
の
審
議
を
基
に
討
議
。

６
・
１４　

［
第
２０
回
定
例
会
］
諮
問
、
小
委
員
会
の
審
議
を
基
に
討
議
。

７
・
１２　

［
第
２１
回
定
例
会
］
諮
問
、
小
委
員
会
の
審
議
を
基
に
討
議
。

７
・
２６　

国
立
市
社
会
教
育
委
員
の
会
定
例
会
に
て
「
国
立
市
の
生
涯
学
習
に

関
わ
る
課
題
」
に
つ
い
て
、
公
運
審
委
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
意
見

交
換
。

８
・
１２　

［
第
２２
回
定
例
会
］
諮
問
「
答
申
（
案
）」
討
議
。

８
・
２５
～
２６　

第
５７
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会　

委
員
１
名
参
加
。

９
・
３　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会
（
講
師
・
佐
藤
一
子
氏
）
委
員
３
名
参
加
。

９
・
１３　

［
第
２３
回
定
例
会
］
諮
問
「
答
申
（
案
）」
討
議
。

１０
・
１１　

［
第
２４
回
定
例
会
］
第
３０
期
「
活
動
の
ま
と
め
」
今
期
総
括
。

１０
・
３１　

「
国
立
市
公
民
館
の
事
業
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
答
申
提
出
。
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後
、
担
当
す
る
学
習
者
が
決
ま
り
ま
し

た
。
私
は
、
留
学
生
の
家
族
で
来
日
直

後
の
、
日
本
語
を
全
く
知
ら
な
い
方
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
本

人
が
大
変
な
努
力
家
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
で
は
平
仮
名
と
カ
タ
カ
ナ
を
駆

使
し
て
文
章
が
書
け
、
顔
を
合
わ
せ
た

と
き
に
は
笑
顔
で
日
本
語
で
挨
拶
を
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
嬉
し
い
限

り
で
す
。

本
講
座
で
学
ん
だ
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
を
踏
ま
え
て
、
学
習
者
の
生
活
が

更
に
向
上
す
る
よ
う
に
今
後
も
お
手
伝

い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。講座風景（総論篇）

「
日
本
語
教
育
入
門
」
を

�
受
講
し
て

井
辺
　
鈴
代

今
年
１
月
か
ら
の
講
座
を
受
講
し
ま

し
た
。
失
礼
な
話
で
す
が
、
自
分
が
普

段
使
っ
て
い
る
日
本
語
で
間
違
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
直
し
た
い
な
ぐ
ら
い
の
、

ほ
ん
の
軽
い
気
持
ち
で
受
講
し
ま
し
た
。

動
の
現
状
と
学
習
者
と
接
す
る
際
の
注

意
点
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
二

人
目
の
講
師
は
、
最
前
線
の
日
本
語
教

育
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
庵
先
生
。
日
本

の
今
の
経
済
状
況
に
お
い
て
在
日
外
国

人
を
受
け
入
れ
る
必
要
性
や
、
そ
の
た

め
の
地
域
社
会
の
役
割
、
そ
し
て
日
本

語
に
楽
に
馴
染
む
た
め
の
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
を
ご
教
授
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
初
級
編
で
は
、

活
用
し
な
い
形
の
動
詞
、
形
容
詞
、
形

容
副
詞
だ
け
を
使
っ
て
会
話
し
ま
す
。

確
か
に
、
日
本
語
文
法
で
一
番
理
解
が

困
難
で
暗
記
す
る
し
か
な
い
部
分
を
こ

の
よ
う
に
簡
素
化
す
る
の
は
理
に
か
な

っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
三
人
目

の
講
師
の
志
村
先
生
は
、
受
講
者
同
士

の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
通
じ
て
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
現
場
を
よ
り
分
か
り
易
く

ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

講
座
終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
先
輩
方
の
支
援
を
何
回
か
見
学
し
た

「
や
さ
し
い
日
本
語
」

�

と
は
…

田
中
　
祥よ
う

子こ

日
本
に
住
む
外
国
の
方
の
生
活
を
日

本
語
支
援
と
い
う
形
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
る
こ
と
を
、

東
京
に
来
て
知
り
ま
し
た
。
留
学
生
や

転
勤
者
本
人
は
そ
れ
な
り
に
日
本
語
を

話
せ
ま
す
が
、
同
伴
さ
れ
て
来
た
家
族

は
日
本
語
を
全
く
解
せ
な
い
方
が
ほ
と

ん
ど
で
、
一
人
だ
と
買
い
物
も
ま
ま
な

ら
な
い
そ
う
で
す
。
日
本
語
支
援
を
始

め
る
前
に
必
要
な
知
識
と
意
識
を
学
ぶ

た
め
に
、「
日
本
語
教
育
入
門
」
を
受

講
し
ま
し
た
。

本
講
座
の
講
師
は
三
名
。
最
初
の
講

師
は
、
実
際
に
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
長
年
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
林
川

さ
ん
。
日
本
語
支
援
を
学
習
者
の
学
習

の
「
お
手
伝
い
」
と
称
さ
れ
、
支
援
活

と
い
う
の
も
、
私
は
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
何
を
し
て
い
る
団
体

な
の
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
講

座
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
初
日
は
、
開
講
前
に

購
入
し
た
テ
キ
ス
ト
を
見
て
驚
き
、
講

座
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
、「
想
像
し
て

い
た
の
と
違
う
…
…
」
と
戸
惑
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
座
の
な
か
で

先
生
が
「
外
国
人
が
学
ぶ
の
が
日
本
語

で
、
日
本
人
が
学
校
で
勉
強
し
た
の
は

国
語
で
す
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
を
聞
い
て
、
目
か

ら
ウ
ロ
コ
、
自
分
の
認
識
の
な
さ
に
へ

こ
み
ま
し
た
。
で
す
が
、
講
座
に
申
し

込
ん
だ
の
も
何
か
の
縁
と
気
持
ち
を
切

り
替
え
、
受
講
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
日
本
に
住
む
外
国
人
が

日
本
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

如
何
に
重
要
か
、
外
国
の
方
々
が
日
本

語
を
話
せ
な
い
た
め
に
ど
ん
な
に
困
っ

て
い
る
か
、
地
域
で
は
そ
う
い
う
外
国

人
に
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
か
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
人

の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
少
し
の
時
間
で

し
た
が
文
法
も
習
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
私
た
ち
の
習
う
文
法
と
日
本
語
学
習

者
の
習
う
文
法
が
少
し
だ
け
違
う
こ
と

も
知
り
ま
し
た
。
文
法
に
触
れ
た
の
は

何
十
年
か
ぶ
り
で
し
た
が
、
昔
習
っ
た

こ
と
は
キ
レ
イ
に
忘
れ
て
い
て
、
今
改

め
て
勉
強
中
で
す
。

講
座
の
最
終
日
に
、
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ａ

日
本
語
サ
ポ
ー
ト
の
代
表
の
方
か
ら
公

民
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
、
国
立
市
で
こ
の
よ

う
な
活
動
が
長
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
講
座
終
了
後
、
何
度

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
見
学
に
行
き
、
そ

の
後
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

現
在
は
週
に
一
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
母
語
な
の
に
改
め

て
人
に
教
え
る
と
な
る
と
思
っ
た
以
上

に
難
し
く
、
私
自
身
先
輩
方
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
つ
つ
の
活
動
で
す
が
、
楽
し

く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
出

会
い
も
あ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
う
っ

か
り
申
し
込
ん
だ
講
座
で
し
た
が
、
受

講
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。講座風景（理論篇）

☆
今
年
度
も
「
日
本
語
教
育
入
門
」
の

募
集
が
始
ま
り
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

個人的・集団的力量を発達させる権利である。

国
立
市
公
民
館
で
は
火
・
水
・
木
曜
日
の
「
生
活
の
た
め
の
日
本
語
講
座
」

終
了
後
の
１
時
間
程
度
と
、
土
曜
日
の
朝
１０
時
～
１１
時
半
に
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
外
国
の
方
に
日
本
語
を
教
え
た
り
、
会
話
の
練
習
相
手
に
な

る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
昨
年
度
実
施
し
た
講
座
受
講
後
に
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

始
め
た
お
二
人
か
ら
、
講
座
の
感
想
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
様
子
を
伝
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
日
本
語
教
育
入
門
」
講
座
参
加
者
の
声
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と　き　１月１５日、２９日、２月１２日、２６日
	 いずれも日曜日　昼２時～５時
ところ　公民館　３階実習室
定　員　１０名（先着順）
対　象　原則休まずに出席できる方
	 	市内在住、在学、在勤、はじめて参加する方を優

先します
材料費　１，０００円（ニードル、銅板、版画紙など）
持ち物　８×１０㎝の下絵（タテヨコ自由）
	 	エプロン（よごれてもよ

い服装）、筆記用具
申込先　	１２月１８日（日）朝９時～
	 	公民館☎（５７２）５１４１

学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

地域で日本語を教えてみたいと考えている方のための講
座です。日本語を教える際に必要なことを、理論・実践の
両方から学んでいきます。（全８回）
＊講座終了後に、日本語サポートボランティアに参加する
こともできます。

時　間　いずれも火曜日、夜７時～９時
定　員　２５名（先着順）
	 ＊全回参加できる方を優先します。
ところ　公民館　３階集会室
費　用　テキスト代実費　２，０００円程度
	 （『にほんごこれだけ！１・２』ココ出版）
申込先　１２月８日（木）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

◆総論篇：１月１０日（火）

～地域の日本語ボランティアの役割とは～
講　師：林川　玲子
	 （東京日本語ボランティア・ネットワーク）

◆理論篇：１月２４日、３１日、２月７日（火）

　～日本語教育のための文法事項や文型について～
　講　師：庵　功雄（一橋大学・日本語教育）

◆実践篇：２月１４日、２１日、２８日（火）

　～地域日本語教室の現状理解と実践演習～
　講　師：志村　ゆかり（東京経済大学・日本語教育）

◆体験篇：１月１７日（火）

　～日本語学習者の気持ちになってみよう～
　講　師：ムラドリ・アイダン
	 （一橋大学言語社会研究科）

講　師　山本　佳奈枝（銅版画家）	
　　　　さかた　きよこ（銅版画家）

興味はあるけど、難しそう？　どうやって作るのかな？
　そんな疑問に応えながら銅版画創作を楽しむ、初心者向
けのワークショップです。銅版画ならではの繊細な線で小
さな作品を作ります。集まった仲間とともに作業の時間を
楽しみながら、作品を創ってみませんか。出来上がった作
品はロビー展示する予定です。

銅版画（エッチング）とは、銅板に描いた絵を腐蝕
させて版を作り、できた凹部にインクを詰めて紙をの
せ、プレス機で刷って作る版画です。

監督　大森一樹　　原作　小松みゆき
脚本　大森一樹・北里宇一郎
出演　	松坂慶子、草村礼子、奥田瑛二、吉川晃司、柄本

明、斎藤洋介、松金よね子ほか

ベトナムで日本語教師として
働く日本人女性・小松みゆき氏
が認知症の母との暮らしをつづ
った「越後のＢａちゃんベトナ
ムへ行く」を、フィクションを
交えながら映画化。離婚をきっ
かけに憧れの地ベトナムへ移住
し、日本語教師として働いてい
るみさお（松坂慶子）は、認知
症が進行しはじめた母（草村礼子）を義兄が施設に預けよ
うとしていることを知り、母をベトナムに連れて来ること
を決意する。母は慣れない土地での生活に戸惑いながら
も、ベトナムの人々の温かさに触れるうちに少しずつ笑顔
を取り戻していくのだが……。

〈シネマトーク〉�
「私の女優人生」�
　　　お話　草村　礼子（女優）�

� 聞き手　北里　宇一郎（脚本家）

上映終了後、『ベトナムの風に吹かれて』にヒロインの
母親役でご出演されている草村礼子さんに、女優としての
これまでの歩みや、今取り組んでいる事、これからやって
いきたい事など、お話をうかがいます。

と　き　１２月１８日（日）昼２時～夕５時（開場：昼１時）
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊申し込みは不要です。ご自由においでください。ただ
し、定員を超えた場合は入場を制限させていただきます。

地域で日本語支援をしたい人のための

日本語教育入門

はじめての銅版画

『ベトナムの風に吹かれて』
〈Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　シネマトーク〉

２０１５年　日本・ベトナム合作　カラー　１１４分
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冬の時期にどれくらいの鳥を見ることが出来るでしょう
か。冬は野鳥観察に適した時期です。１回目、２回目は外
で観察会を行います。３回目は郷土文化館で実際に見られ
た鳥等について、講師から解説してもらいます。講師のお
話を聞きながら、一緒に観察してみましょう。
ぜひ、３回続けてご参加ください。（１回だけの参加も可）

講　師　　佐伯　元行（国立あおいとり保育園園長）	
　　　　　中島　徹也（くにたち探鳥会）

◆第１回　１月１５日（日）朝９時３０分～１２時頃
　　　　　　　城山周辺（観察会）
◆第２回　２月１２日（日）朝９時３０分～１２時頃
　　　　　　　多摩川周辺（観察会）
◆第３回　３月５日（日）朝１０時～１２時
　　　　　　　郷土文化館（講義のみ）

集合・解散　第１回、３回　郷土文化館
　　　　　　第２回　南区公会堂前
持ち物　筆記用具、お持ちの方は野鳥図鑑、双眼鏡等
定　員　各回１５名（先着順）
＊雨天時は３回目の講義と振り替えます。
申込先　１２月９日（金）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

東京都公民館連絡協議会主催の研究大会が開催されま
す。今年は下記４つの課題別集会に分かれて、公民館が市
民と共に創造してきた成果、取りこぼしてきたものは何で
あるかを明らかにし、時代に求められる公民館の役割や未
来のすがたを考えていきます。
■基調講演
朝岡幸彦（東京農工大学教授）
■４つの課題別集会
①高齢者の学びと講座づくり
②公民館から始める地域づくり
③公民館からの発信力を考える
④少子高齢化時代の公民館のあり方について考える

どなたでもご参加できます。詳細は公民館にある大会開
催要項をご覧ください。

と　き　２０１７年１月２１日（土）朝１０時～夕４時
ところ　福生市民会館（ＪＲ青梅線牛浜駅）ほか
参加費　１，０００円
申込・問合先　公民館☎（５７２）５１４１

子どもの育ち、若者の自立を支援する地域の活動や団体
の取り組みについて学びあい、“つながり”をつくる連続
ワークショップです。以下３名からの活動報告と小グルー
プの話しあいを行います。お気軽にご参加ください。

と　き　１２月８日（木）夜７時～９時
ところ　	ＮＨＫ学園高等学校　２階音楽室	

（富士見台２－３６－２）
申込先　公民館☎（５７２）５１４１

①　田中　えり子（くにたち地域コラボ）
　　「『わからないところ一緒に勉強しよう』学習支援
（＠プラムジャム）」

②　平岡　恵美子（就活保健室）
　　「若者の就労支援」
③　高野　宏（国立市児童青少年課）
　　「子どもの居場所とマップ作り」

講　師　中村　桃子（関東学院大学）

日本語には、なぜ「女ことば」があるのでしょう。小説
や映画に触れるとき、「わたし」や「～だわ」ということ
ばで女性が話していると判断していませんか？　あるいは
『美人の話し方』のようなマナー本を手に取られたことが
あるかもしれません。「女ことば」は私たちの日常の中に
溶け込み、まるで女性たちがずっと前から使い続けてきた
かのようにも思えます。――本当にそうでしょうか？
中村さんと一緒に「女ことば」の歴史や意味を紐解いて

いきましょう。きっと新しい日本語の世界が広がります。
〈中村さんの本〉
『翻訳がつくる日本語―ヒロインは「女ことば」を話続け
る』（白澤社）、『「女ことば」はつくられる』（ひつじ書
房）ほか多数。

と　き　１２月１８日（日）夕５時半～７時半	
ところ　公民館　３階講座室　定員　３５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。

講　師　大野　亮司（亜細亜大学・日本近代文学）

と　き　１２月８日（木）夜７時～９時
　　　　（通常より３０分早く始まります）
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み
を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

＜図書室のつどい＞

女ことばと日本語

 〈くにたちブッククラブ　言葉のとげ、境界にたつ文学〉

野坂昭如『アメリカひじき』
（『アメリカひじき・火垂るの墓』所収、新潮文庫）

 
くにたち野鳥観察

第５３回東京都公民館研究大会

公民館のこれまでとこれから
～成果と方向性～

国立市公民館・ＮＨＫ学園高等学校共催
子ども・若者を支える“つながりワークショップ”
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墨
の
会
　
募
集

１８
年
楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま
す
書
道

サ
ー
ク
ル
で
す
が
、
少
し
募
集
致
し
ま

す
。
毎
月
方
円
と
い
う
月
刊
誌
が
あ
り
、

昇
段
試
験
が
あ
り
ま
す
。
秀
作
は
す
ぐ

載
り
ま
す
よ
。

日
時　
第
二
、第
四
火
曜
日　

昼
１
時
～

場
所　
谷
保
東
集
会
所（
バ
ス
府
中
西
高
）

連
絡
先　

井
田
（
５７５
）
４
５
９
８

俳
句
の
扉
を
全
開
に
　
埋
木
会

日
常
あ
ふ
れ
る
句
材
と
数
多
の
季
語

か
ら
選
ば
れ
た
出
会
い
の
面
白
さ
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
燎
」
北
斗
同

人
岡
山
祐
子
先
生
が
明
る
く
大
き
な
声

で
指
導
下
さ
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
。

日
時　

毎
月
第
一
木
曜
日　

昼
１
時
～

場
所　

郷
土
文
化
館　

第
一
研
修
室

連
絡
先　

漆
畑
（
５７２
）
７
２
４
４

１１
月
８
日
㈫
第
３１
期
第
１
回
定
例
会

を
開
催
。
委
員
１５
名
、
教
育
長
、
館
長
、

職
員
２
名
が
出
席
。
傍
聴
２
名
。

は
じ
め
に
教
育
長
か
ら
各
委
員
に
委

嘱
状
を
伝
達
（
任
期
は
平
成
３０
年
１０
月

３１
日
ま
で
の
２
年
間
）。
教
育
長
の
あ

い
さ
つ
、
各
委
員
の
自
己
紹
介
の
後
、

委
員
長
、
副
委
員
長
等
を
選
出
。

委
員
長
に
は
富
田
和
枝
氏
、
副
委
員

長
に
大
串
隆
吉
氏
、
公
民
館
だ
よ
り
編

集
研
究
委
員
に
川
田
幸
生
氏
、
高
木
裕

子
氏
、
鴇
田
美
緒
氏
、
社
会
教
育
学
習

会
委
員
に
龍
野
瑶
子
氏
、
古
旗
真
幸
氏
、

三
好
紀
子
氏
、
東
京
都
公
民
館
連
絡
協

議
会
委
員
に
大
井
利
雄
氏
が
選
出
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

１１
月
号
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

連
続
講
座
の
要
旨
が
よ
く
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
学
び
が
深
ま
っ
た
。

第
１５
期
編
集
研
究
委
員
会
は
１１
月
末

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

臨
時
会
及
び
定
例
会
で
、
生
涯
学
習

振
興
・
推
進
計
画
に
係
る
答
申
の
最
終

案
を
校
正
。
基
本
方
針
に
つ
い
て
も
表

現
を
検
討
し
た
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

委
員
部
会
は
、
１
月
の
研
究
大
会
に

お
い
て
分
科
会
を
１
つ
担
当
す
る
。
各

市
の
諮
問
・
答
申
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

次
回
、
１２
月
１３
日
㈫
午
後
７
時
１５
分

か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
公
民
館
）

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

国
立
泉
句
会

五
七
五
の
俳
句
を
自
由
に
楽
し
く
作

り
ま
せ
ん
か
。
花
の
名
前
や
漢
字
も
自

然
と
お
ぼ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
初

心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

見
学
無
料
。
会
費
千
円
。

日
時　

毎
月
第
三
日
曜
日　

昼
１
時

場
所　

福
祉
会
館　

３
階

連
絡
先　

田
中
（
５７７
）
７
０
１
８

ひ
ろ
ば

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

（
８
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

会場調整会やチラシで呼び
掛けた「公民館をキレイにしよ
う！」。１０月１７日（月）午後、
市民と職員総勢２５名で、地下廊
下の壁のペンキ塗り、各階の踊
り場に掲示しているサークル情
報の更新、正面玄関掲示板の掃
除を行いました。
お気づきいただけましたで
しょうか？

呼び掛け
・第６１回くにたち市民
	 文化祭実行委員会
・公民館利用者連絡会
・くにたち地域外国人の
	 ための防災連絡会

今年もやりました！
公民館をキレイにしよう！

～中地区をつなぐヒトモノコト～

中のまち・団体活動紹介パネル展
国立市の中地区で活動する団体・活動をパネルで紹介し
ます。１０月２９日に開催された「なか博～中のまち博覧会」に
参加した団体活動紹介のパネルを展示します。
主　催　国立市社会福祉協議会
と　き　１２月２０日（火）～１２月２８日（水）
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
＊他団体の使用がなければ１月まで延長展示する予定です。

サークル情報が
� きれいになりました！

地下廊下が明るくなりました！

（任期：平成２８年１１月１日から平成３０年１０月３１日まで）

氏　　名 所属・役職（推薦団体・機関）

１ 宮脇　聡　　 国立市立小・中学校副校長会

２

今村　和義　 心遊会

大井　利雄　 国立まなびあるきの会

高木　裕子　 公民館利用者連絡会

鴇田　美緒　 NPO法人立川子ども劇場国立ブロック

龍野　瑶子　 加害者としての戦争を語る会

和智　裕貴　 国立市商工会

川田　幸生　 青年室利用者連絡会

富田　和枝◎ 哲学読書会

深川　彌生　 いちょう並木国立自治会

古旗　真幸　 たまぷらねっと

間瀬　英一郎 まほうのランプ

３ 三好　紀子　 民生委員・児童委員

４
大串　隆吉○ 首都大学東京名誉教授

鈴木　直文　 一橋大学大学院社会学研究科准教授

◎は委員長、○は副委員長
（注）１：学校教育関係者　２：社会教育関係者
　　 ３：家庭教育関係者　４：学識経験者

第３１期国立市公民館運営審議会発足

公民館運営審議会は、市民の立場から公民館事業など
について調査・審議する委員会です。
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＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

今月の公民館（12 月、１月初）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
０
３
〉	

喫
茶
「
わ
い
が
や
」

が
広
が
っ
た
と
い
う
。
な
に
よ
り
の
ん

び
り
と
楽
し
そ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る

姿
が
素
敵
だ
。

「
わ
い
が
や
」
は
、
時
の
流
れ
が
ゆ

っ
た
り
し
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
レ
ト
ロ

な
雰
囲
気
が
魅
力
の
場
所
だ
。
名
物
の

コ
ー
ヒ
ー
は
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
で
時
間

を
か
け
丁
寧
に
入
れ
て
く
れ
る
。
な
ん

と
２２０
円
！　

ト
ー
ス
ト
は
天
然
酵
母
の

特
注
レ
ー
ズ
ン
パ
ン
。
同
じ
も
の
は
二

つ
と
な
い
器
は
、
公
民
館
の
陶
芸
講
座

で
学
ん
だ
市
民
の
方
の
作
品
を
譲
り
受

け
て
い
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
市
民

が
関
わ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
だ
。

「
ど
う
ぞ
一
度
、
の
ぞ
い
て
み
て
ほ
し

い
」
そ
し
て
高
校
生
以
上
の
若
者
に
は

「
ぜ
ひ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
仲
間
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
は
、
入
山
君
、
加
藤
君

か
ら
の
切
望
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

連
絡
先　

入
山
０８０
（
６０９１
）
４
６
６
０

	

〈
文
・
写
真　

高
木　

裕
子
〉

公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
横
に
あ
る
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
「
わ
い
が
や
」
に
入
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？　

こ
こ
は
、
３５
年

ほ
ど
前
に
公
民
館
青
年
室
に
集
ま
る
若

者
た
ち
が
始
め
た
の
だ
と
い
う
。
当
時
、

公
民
館
で
青
年
た
ち
と
し
ょ
う
が
い
が

あ
る
方
が
一
緒
に
働
く
場
は
、
全
国
で

も
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
そ
う
だ
。
今

で
も
見
学
に
来
る
方
が
多
数
い
る
と
聞

く
。
さ
す
が
国
立
！
で
あ
る
。
運
営
は

市
民
団
体
「
障
害
を
こ
え
て
と
も
に
自

立
す
る
会
」
が
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

１０
名
前
後
の
学
生
、
社
会
人
、
主
婦
な

ど
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
ま
た
喫
茶
実

習
と
し
て
４
～
５
名
の
し
ょ
う
が
い
が

あ
る
方
が
、
シ
フ
ト
制
で
共
に
働
い
て

い
る
。

１２
時
開
店
と
同
時
に
入
っ
た
の
だ
が
、

す
で
に
９
時
か
ら
出
勤
し
て
い
た
と
い

う
喫
茶
実
習
の
山
本
斉せ
い
子こ

さ
ん
が
、
か

い
が
い
し
く
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
支
度

を
し
て
い
た
。
大
学
生
の
入
山
君
と
加

藤
君
が
「
斉
ち
ゃ
ん
」
と
親
し
く
声
を

か
け
な
が
ら
一
緒
に
働
い
て
い
た
。
お

二
人
は
授
業
の
合
間
や
休
み
を
や
り
く

り
し
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ

て
い
る
が
、
今
ま
で
出
会
う
こ
と
の
な

か
っ
た
人
た
ち
と
友
だ
ち
に
な
り
、
時

に
は
公
民
館
の
講
座
に
参
加
し
て
世
界

１２
月
２９
日
㈭
～
１
月
３
日
㈫

こ
の
期
間
は
、
公
民
館
全
体
が
お
休

み
で
す
。

２
月
分
の
会
場
調
整
会
は
、
１
月
７

日
㈯
朝
１０
時
か
ら
行
い
ま
す
。
参
加
申

込
書
投
入
期
限
は
１
月
５
日
㈭
午
後
１０

時
で
す
。

公
民
館
図
書
室
は
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
２８
日
㈬
は
夜
７
時
ま
で

で
す
。

８日（木）夜　子ども・若者を支える

� “つながりワークショップ”

８日（木）夜　くにたちブッククラブ

� � 野坂昭如『アメリカひじき』

１７日（土）朝＊冬休み直前ふれあいひろば

１８日（日）昼＊Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸシネマトーク

� 『ベトナムの風に吹かれて』

１８日（日）夕＊図書室のつどい「女ことばと日本語」

１月７日（土）昼～哲学講座

� 長谷川宏さんと読む『日本精神史（下）』

１０日（火）夜～日本語教育入門

１５日（日）朝～くにたち野鳥観察

１５日（日）昼～はじめての銅版画

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

おいしいコーヒーがはいりました

国
立
あ
ひ
る
グ
ル
ー
プ

西
出
先
生
の
指
導
で
発
声
を
基
礎
か

ら
学
び
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
楽
し
く
ア

・
カ
ペ
ラ
で
歌
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
参
加
し
て
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

金
曜
日　

朝
１０
時
又
は
昼
１
時

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

重
見
（
５７６
）
４
５
５
７

会
員
募
集
　
か
も
め
ク
ラ
ブ

運
動
不
足
の
方
、
健
康
な
身
体
づ
く

り
に
水
泳
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
～
上
級
者
、
泳
力
別
に
コ
ー
チ
の

指
導
を
受
け
て
泳
ぎ
ま
す
。
男
女
問
い

ま
せ
ん
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

西
野
（
５７５
）
７
０
４
１

「
さ
く
ら
太
極
拳
」
会
員
募
集

２４
式
を
中
心
に
４８
式
・
３２
式
剣
を
学

ぶ
事
が
で
き
ま
す
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

た
い
方
や
初
心
者
の
方
も
安
心
し
て
参

加
で
き
ま
す
の
で
体
験
し
て
み
て
下
さ

い
。
太
極
拳
で
心
身
共
に
健
康
に
！

日
時　

毎
週
金
曜
日
昼
３
時
～
5
時
半

場
所　

総
合
体
育
館　

第
３
体
育
室

連
絡
先　

長
谷
川
０９０
（
８３０３
）
７
２
５
４

歳
末
助
け
合
い
レ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ー

宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ
と
市
民
に
よ
る
☆

カ
ジ
キ
タ
ド
リ
ー
ム
が
福
祉
会
館
で
行

わ
れ
る
歳
末
助
け
合
い
ワ
ン
コ
イ
ン
チ

ャ
リ
テ
ィ
に
出
演
し
ま
す
。

ぜ
ひ
観
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１２
月
１８
日
㈰
昼
３
時
２０
分
～

場
所　

福
祉
会
館　

４
階
ホ
ー
ル

連
絡
先　

北
山
０９０
（
１４５１
）
８
２
０
５

公
運
審
答
申
「
国
立
市
公
民
館
の
事
業

評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
聞
く
会

１０
月
に
出
さ
れ
た
公
民
館
運
営
審
議

会
の
答
申
に
つ
い
て
、
委
員
長
を
つ
と

め
た
佐
藤
節
子
さ
ん
に
聞
き
話
し
合
い

ま
す
。
公
民
館
を
ま
も
る
会
。

日
時　

１２
月
２３
日
㈷
昼
１
時
半
～

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

杉
原
（
５７７
）
０
１
２
４

第
４４
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
お
知
ら
せ

１０
㎞
一
般
男
女
・
高
校
男
子
、
５
㎞

中
学
男
子
、
３
㎞
４０
歳
以
上
男
子
・
一

般
女
子
・
中
学
女
子
・
小
学
生
（
親
同

伴
）。
参
加
費
高
校
一
般
壮
年
５００
円
、

中
学
３００
円
、
小
学
生
無
料
。
当
日
徴
収
。

日
時　

元
旦
朝
９
時
集
合

場
所　

多
摩
川
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド

連
絡
先　

立
石
０９０
（
８３３１
）
７
０
９
５


